
2広報いが市 2017 年（平成 29 年） ８月１日号3 広報いが市 2017 年（平成 29 年） ８月１日号

　

２
０
１
４
（
平

成
26
）
年
３
月
に

「
第
２
次
伊
賀
市

総
合
計
画
基
本
構

想
」
と
「
第
１
次

再
生
計
画
」
を
策

定
し
、
昨
年
度
で

「
第
１
次
再
生
計

画
」
の
計
画
期
間

が
終
了
し
た
こ
と

で
、
今
年
度
か
ら

４
年
間
を
計
画
期

間
と
す
る
「
第
２

次
再
生
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、

伊
賀
市
総
合
計
画

審
議
会
や
各
住
民
自
治
協
議
会
、
地
域
振

興
委
員
会
へ
の
諮
問
に
対
す
る
答
申
の
ほ

か
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
策
定
し
た
も
の

で
す
。

　

市
で
は
、
計

画
の
策
定
に
あ

た
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
普
段

の
生
活
で
感
じ

て
い
る
こ
と
、
気
付
い
た
こ
と
を
『
伊
賀

市
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
』
と
し
て
お

聞
き
し
ま
し
た
。

※
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
度
調
査

●
定
住
意
識

　
今
の
と
こ
ろ
に
将
来
も
住
み
続
け
た
い

と
考
え
る
人
の
割
合
は
４
６
．４
％
と
な

っ
て
お
り
、
定
住
意
識
は
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
土
地
へ
の
愛
着
や
隣
近
所
と
の
付

き
合
い
を
理
由
と
し
て
い
る
割
合
が
高
い

一
方
で
、
移
り
た
い
と
考
え
る
人
は
、
通

勤
・
通
学
・
買
物
な
ど
生
活
上
の
不
便
さ

を
理
由
と
し
て
い
る
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
齢
別
に
見
る
と
、
年
齢
が
低

く
な
る
ほ
ど
、
移
り
た
い
・
で
き
れ
ば
移

り
た
い
と
考
え
る
人
の
割
合
が
高
く
な
る

傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

〝
誇
れ
る
伊
賀
市
〟

〝
選
ば
れ
る
伊
賀
市
〟を
築
い
て
い
く
た
め
に

第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画

第
２
次
再
生
計
画
が

始
ま
り
ま
す
！

　

総
合
計
画
は
、
市
の
こ
れ
か

ら
の
あ
る
べ
き
姿
と
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
考
え
方
や
方
向

を
示
し
て
お
り
、
総
合
的
・
計

画
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
基
本
的
な
方
針
と
な
る

も
の
で
す
。

「
総
合
計
画
」っ
て

な
ん
だ
ろ
う
？

◆
計
画
期
間
は
４
年
間
で
す

2014
（H26)

2015
（H27)

2016
（H28)

2017
（H29)

2018
（H30)

2019
（H31)

2020
（H32)

2021
（H33)

2022
（H34)

第２次伊賀市総合計画基本構想（おおむね 10 年）

第1次
再生計画（３年）

第２次
再生計画（４年）

◆
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
は
？

無回答
1.3％

住み続けたい
46.4％

できれば
住み続けたい

26.5％移りたい
4.2％

わからない
10.9％

できれば移りたい
10.7％

できれば
移りたい

できれば
住み続けたい

住み続けたい

移りたい

わからない

無回答
0 20 40 60 80 100 120

18 ～ 29 歳

０ 80604020

30 ～ 39 歳

40 ～ 49 歳

50 ～ 59 歳

60 ～ 64 歳

65 ～ 69 歳

70 ～ 74 歳

75 歳以上
（％） 100

《定住意識》
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●
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
参
加

　
市
政
へ
の
参
加
意
欲
に
つ
い
て
は
、
半

数
を
超
え
る
人
が
参
加
し
た
い
と
の
意
欲

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
参
加
し
た
い
と
は
思
わ
な
い

人
の
割
合
も
40
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

●
地
域
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の

　
ま
ち
づ
く
り
の
方
法

　
地
域
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
ま
ち
づ

く
り
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、「
住
民
と

行
政
が
話
し
合
い
、
役
割
分
担
し
な
が

ら
協
働
で
取
り
組
む
」
と
答
え
た
人
が

３
７
．５
％
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、「
行
政
が
住
民
の
要
望
を
把

握
し
な
が
ら
、
行
政
が
主
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
」「
行
政
が
主
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
、
住
民
は
理
解
し
、
協
力
す
る
」
と

答
え
た
『
行
政
主
体
』
と
考
え
て
い
る
人

は
合
わ
せ
て
３
９
．６
％
、「
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
取
り
組
み
、
行
政
は
あ
く
ま
で

も
側
面
か
ら
支
援
す
る
」
と
答
え
た
『
住

民
主
体
』
と
考
え
て
い
る
人
は
９
．３
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

v

ガ
バ
ナ
ン
ス  

の
確
立

～
伊
賀
市
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く

　「
市
民
」・「
地
域
」
と
の
協
働
に
よ
る

　
分
権
型
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
～

　
行
政
だ
け
で
な
く
、
市
民
・
地
域
な
ど

の
各
主
体
が
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
目
標

を
共
有
し
、
協
働
す
る
こ
と
で
地
域
を
育

む
取
り
組
み
を
継
続
的
に
行
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
伊
賀
市
自
治
基
本

条
例
に
掲
げ
る
補
完
性
の
原
則  

に
基
づ

き
、
各
主
体
に
期
待
さ
れ
る
役
割
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。

＊
１ 

ガ
バ
ナ
ン
ス

　
　
組
織
や
社
会
の
メ
ン
バ
ー
が
主
体
的

　
に
関
与
す
る
意
思
決
定
や
合
意
形
成
の

　
シ
ス
テ
ム

＊
２ 

補
完
性
の
原
則

　
　
意
思
決
定
や
自
治
な
ど
は
家
族
・
地

　
域
な
ど
で
き
る
限
り
小
さ
な
単
位
で
行

　
い
、
そ
こ
で
は
不
可
能
・
非
効
率
な
も

　
の
を
市
・
県
・
国
な
ど
の
よ
り
大
き
な

　
単
位
が
補
完
し
て
行
う
こ
と

「
市
政
再
生
」
の
深
化
・
進
展

～
ス
ピ
ー
ド
感
と
市
民
目
線
に
よ
り
、

　
市
民
の
期
待
に
応
え
る
行
政
～

　

第
１
次
再
生
計
画
で
は
、「
ム
ダ
の
な

い
財
政
運
営
」
と
「
市
民
目
線
・
市
民
感

覚
に
よ
る
市
政
」
を
基
軸
に
分
権
型
の
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
市
政
の
再
生
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
第
２
次
再
生
計
画
で
は
、
市
政
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
機
能
を
深
化
・
進
展
さ
せ
な
が

ら
、
ス
ピ
ー
ド
感
と
市
民
目
線
を
持
っ
て

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

〝
誇
れ
る
伊
賀
市
〟〝
選
ば
れ
る
伊
賀
市
〟へ

～「
伊
賀
流
」・「
伊
賀
ら
し
さ
」の

　
追
求
に
よ
る
地
方
創
生
の
推
進
～

　
人
口
減
少
が
加
速
す
る
な
か
、
今
後
ま

す
ま
す
地
域
間
（
自
治
体
間
）
競
争
が
激

し
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
第
２
次
再
生
計
画
で
は
「
伊
賀
流
」
や

「
伊
賀
ら
し
さ
」
に
こ
だ
わ
り
、
市
内
外

か
ら
「
選
ば
れ
る
」
伊
賀
市
で
あ
り
、
市

民
が
「
誇
れ
る
」
伊
賀
市
を
め
ざ
し
ま
す
。

積極的に
参加したい

4.3％

できれば参加したい
50.4％

参加したいとは
思わない

40.3％

無回答 
5.0％

◆
計
画
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

＊2

◆
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
原
則

　
【
伊
賀
市
自
治
基
本
条
例
第
４
条
】

○
市
民
は
、ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情

　

報
を
共
有
す
る
権
利
を
持
っ
て
い

　
ま
す
。

○
市
民
は
、ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る

　
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

○
ま
ち
づ
く
り
は
、情
報
公
開
と
市
民

　
参
加
に
よ
り
つ
く
ら
れ
た
計
画
に
基

　
づ
き
ま
す
。

○
ま
ち
づ
く
り
は
、ま
ず
市
民
が
自
ら

　
行
い
、
地
域
や
市
が
補
完
し
ま
す
。

○
ま
ち
づ
く
り
は
、市
民
や
市
な
ど
各

　
主
体
が
協
働
し
て
行
う
よ
う
に
努
め

　
ま
す
。

○
ま
ち
づ
く
り
の
実
施
後
は
、そ
の
結

　
果
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
ま
す
。

＊1

住民と行政が話し合い、役割
分担しながら協働で取り組む

   　　  37.5％

行政が主体となって
取り組み、住民は理
解し、協力する

13.3％

行政が住民の要望を把
握しながら、行政が主
体となって取り組む

         26.3％

わからない
9.9％

《まちづくりへの市民参加》

《地域をより良くするためのまちづくりの方法》
住民が主体となって
取り組み、行政はあ
くまでも側面から支
援する　　 　9.3％

無回答　3.1％
その他　0.6％
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２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
策
定
し
た

「
基
本
構
想
」
で
は
、
め
ざ
す
将
来
像
を

「
～
勇
気
と
覚
悟
が
未
来
を
創
る
～ 

『
ひ

と
が
輝
く 

地
域
が
輝
く 

伊
賀
市
』 

」
と

し
、
実
現
に
向
け
て
３
つ
の
基
本
政
策
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
基
本
政
策
に
基
づ
く
根
幹
的
な

施
策
と
し
て
、
第
２
次
再
生
計
画
で
は
、

47
の
施
策
と
１
３
７
の
基
本
事
業
を
体
系

づ
け
て
い
ま
す
。

●
分
野
別
計
画

　
分
野
別
計
画
は
、
め
ざ
す
将
来
像
の
実

現
に
向
け
て
、
基
本
構
想
で
掲
げ
た
「
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
政
策
」
を
分
野
別
に
整

理
し
、
効
果
的
な
進
行
管
理
の
下
で
、
再

生
計
画
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

●
各
施
策
の
満
足
度
・
重
要
度

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
各
施
策
の
満
足
度
・

重
要
度
は
、
次
の
図
の
と
お
り
で
す
。

　
重
要
度
の
高
い
施
策
に
は
、「
２ 

医
療
」

「
５ 

高
齢
者
支
援
」「
８ 

子
育
て
・
少
子
化

対
策
」
な
ど
、
健
康
福
祉
の
分
野
の
施
策

が
多
く
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
重
要
度
が
比
較
的
高
い
に
も
関

わ
ら
ず
、
満
足
度
が
低
い
傾
向
に
あ
る
施

策
に
は
、「
21 

雇
用
・
就
業
」「
26 

公
共

交
通
」「
30 

学
校
教
育
」
の
施
策
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　
な
お
、
満
足
度
で
は
「
１ 

健
康
づ
く
り
」

「
７ 

社
会
福
祉
・
地
域
福
祉
」
は
年
齢
が

上
が
る
ほ
ど
高
い
傾
向
に
、「
15 

観
光
」

「
16 

農
業
」「
34 

多
文
化
共
生
」「
36 

歴

史
・
文
化
遺
産
」
は
年
齢
が
下
が
る
ほ
ど

高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

重
要
度
で
は
「
５ 

高
齢
者
支
援
」「
16 

農
業
」
は
年
齢
が
上
が
る
ほ
ど
高
い
傾
向

に
、「
８ 

子
育
て
・
少
子
化
対
策
」「
15 

観

光
」
は
年
齢
が
下
が
る
ほ
ど
高
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
に
「
21 

雇
用
・
就
業
」「
22 

起

業
支
援
」
は
18
～
29
歳
の
世
代
で
、「
30 

学
校
教
育
」「
31
教
育
環
境
」
は
30
～
49

歳
の
世
代
で
他
の
世
代
よ
り
重
要
度
が
高

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

◆
基
本
構
想
と
再
生
計
画
で

　
構
成
さ
れ
て
い
ま
す

分野名 施策（キーワード）

健康・福祉 １健康づくり　２医療　３福祉総合相談　４障がい者支援　５高齢者支援　６生活
支援　７社会福祉・地域福祉　８子育て・少子化対策

生活・環境 ９危機管理　10 消防・救急　11 事故・犯罪防止　12 環境保全　13 一般廃棄物　
14 上下水道

産業・交流 15 観光　16 農業　17 森林保全・林業　18 中心市街地活性化　19 商工業　20 産
業立地　21 雇用・就業　22 起業支援

生活基盤 23 都市政策　24 住環境整備　25 道路　26 公共交通

教育・人権 27 人権尊重・非核平和　28 同和問題　29 男女共同参画　30 学校教育　31 教育
環境　32 生涯学習　33 青少年育成

文化・
地域づくり

34 多文化共生　35 文化・芸術　36 歴史・文化遺産　37 スポーツ　38 市民活動　
39 域学連携　40 住民自治

計画の推進 41 地域内分権　42 広聴広報　43 財政運営　44 組織・人事　45 広域連携　46 情
報化　47 進行管理・行政マネジメント

分
野
別
計
画

10

１

２

３

４

５

６

７

８

９

11

12

13

14

24

15

16

17

18
19

20

21

22

23

25

26

27
28
29

30

31

32

33

34

35

重要度

満
足
度

《各施策の満足度・重要度の散布図》　※数字は上の表を参照

36

37

38

39

40

41

42

43
4445

46

47

高

高低

◆
３
つ
の
基
本
政
策

①
安
全
・
安
心

　
市
民
の
暮
ら
し
の
「
安
全
・
安
心
」

を
確
保
し
ま
す
。

②
活
力

　

自
立
・
持
続
で
き
る
「
活
力
」
を

創
出
し
て
い
き
ま
す
。

③
人
・
地
域
づ
く
り

　
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
「
人・

地
域
づ
く
り
」
を
進
め
ま
す
。

【基本構想】

　基本政策
①安全・安心
②活力
③人・地域づくり

28 の政策 分野
６＋１

47 の施策

137 の基本事業

【第２次再生計画】

中間値

中
間
値
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第
２
次
再
生
計
画
で
は
、
分
野
別
に
取

り
組
む
47
の
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

に
加
え
、
各
施
策
を
横
断
的
に
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
な

が
ら
４
年
間
で
め
ざ
す
姿
の
実
現
を
図
り

ま
す
。

　
市
民
・
地
域
・
市
そ
れ
ぞ
れ
が
力
を
発

揮
し
、４
つ
の
テ
ー
マ
の
「
え
え
や
ん
！
」

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

▼
子
ど
も
は
伊
賀
の
宝

　
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
市
民
み
ん

な
で
育
む
ま
ち
っ
て

▼
誇
れ
る
伊
賀
、選
ば
れ
る
伊
賀
づ
く
り

　
市
民
の
だ
れ
も
が
自
慢
で
き
、
市
外
の

人
た
ち
に
選
ん
で
も
ら
え
る
ま
ち
っ
て　

▼
住
み
続
け
た
い
伊
賀
づ
く
り

　
い
く
つ
に
な
っ
て
も
安
心
・
安
全
な
環

境
で
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
っ
て

▼
賑
わ
い
を
取
り
戻
す

　
歴
史
・
文
化
や
伝
統
産
業
な
ど
、
地
域

の
魅
力
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
っ
て

将来像

　《計画のテーマ》
　①ガバナンスの確立　②「市政再生」の深化・進展
　③“誇れる伊賀市”“選ばれる伊賀市”へ

計画推進の体制づくり

健康・福祉 生活・環境 産業・交流 生活基盤 教育・人権 文化・
地域づくり

基本構想

《第２次伊賀市総合計画の体系図》

基本理念

まちづくりの基本政策

安全・安心 活力 人・地域づくり

　　横断的取り組み（「ええやん！伊賀」プロジェクト）

再生計画

　行政や市民、地域における各主体が共有する計画

事務
事業

事務
事業

事務
事業

事務
事業

事務
事業

事務
事業

⇔

※第２次伊賀市総合計画第２次再生計画の概要版の配布を予定しています。
※出前講座を実施しますので、ご希望の場合は事前にご相談ください。

【問い合わせ】　総合政策課　☎ 22-9620　ＦＡＸ 22-9672

◆「
え
え
や
ん
！
伊
賀
」

　
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
へ

え
え
や
ん
！

え
え
や
ん
！

え
え
や
ん
！

え
え
や
ん
！

⇔

⇔
⇔

⇔
⇔

⇔
⇔

⇔
⇔

⇔
⇔

補完性の原則のもと、協働・参加により推進


